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海外における機械翻訳の研究

NTT基礎研究所

今日は海外における機械翻訳の研究、外国で行われています機横翻訳に関する活動の甑要を

お話し、具体的な話の前に、機誠翻訳のプロセスの要点、海外の動向、現在私共が行っている

研究の説明をしたいと思います。
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機械翻訳というのは、決して計算機の処理だけでなく、原文を機誠に入れるプロセス、翻訳

し終わったものをプリントするというプロセスも含むわけです。従って、翻訳の処理というの

は、機械にとって翻訳しやすいような形に原文を人聞が修正するというプロセスも入ります。

その後で計算機の中へ文を入才1、形態禁解析・構文解析・意味解析等を通じて原文の構文や意

味の構造を計算機内部に表現し、それを語量レベル、構造のレベルで相手言語へ変換した後、

構文生成・形態素生成を行い訳文を生成します。訳文が生成されたならば、それを人聞がみて

修正し、まともな訳文に修正するというプロセスをとり、そしてその後印刷をします。
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翻訳処理の原理
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翻訳処理の流れは、 (資料2)のように原文を解析し、訳文に適した構造に変換したうえで、

訳文を、生成するというのが大まかな流れです。その時には、解析では解析の辞書、文法など

の言語に関する知識を使い、変換に関しては、 1つの言語の表現から他の言語の表現になるわ

けですから、 2つの言語をむすびつける知識が必、要となります。それを変換辞書、変換規則な

どといい、訳文の方の言語に依存する生成辞書・文法に従い訳文を生成します。

ところで、機械翻訳の処理を実際にさせる時の方式はいろいろありますが、方式を構文直接

や意味変換というふうなものですべてを規定するというようなことはそれほど意味がなく、翻

訳をするには実際に何をしなくてはいけないかというのが最も重要です。
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資料3が示すのは、 1つは解析の深さ、これは原文に含まれている意味内容あるいは文の構

造だとかをいかに精密に詳細に解析してから変換するかという問題です。もう 1つは、翻訳の

単位・単語だけをみて、単語だけ置き換えるという操作で翻訳するのか、名調・句という単位

で翻訳をするのか、文という単位で翻訳をするのか、パラグラフという単位で翻訳をするのか、

というような翻訳単位の広さという側面もあります。さらに、解析の深さと関係しますが、言

語に依存しないで理解するところの万国共通の概念、意味内容のどのあたりまで立ち入るかと

いったレベルの話があります。それによって単語・句・文を宣接相手の方へもっていく方法と、

文法に基づいた文の構造を直接相手の言語へもっていく方法、構造解析した後、構造の変換と

いうのを行う方法と、意味をダイレクトにもっていく方法があります。その中で最も理想的な

表現がピポットという方法ですが、これも必ずしも充分に深い意味を表わさない場合もありま

す。

では、機械翻訳の海外の動きに入っていきたいと思います。その前に機械翻訳の歴史を簡単

に説明していきます。

機械翻訳の歴史
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機械翻訳の研究が開始されたのは1950年噴からで、電子計算機が世の中にでてきたのが

1 946年代でありまずから、計算機が出た頃あるいはその直後に、すでに機械翻訳の研究は

開始されていました。計算機というのはその名の示すとおり計算をする機械です。英語でCOMP

UTERとは計算をするという意味であり、 CALCULATORは算数の計算をするという意味です。しか

し、翻訳をさせるというのは計算ではありません。計算機を使う使い方は2つあり、 1つは計
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算をさせる事でもう一方は計算以外のことをさせる事です。翻訳を行うには人聞の思考過程を

計算機上で実現させる必要があり、翻訳を含む人工知能という分野は、計算以外のことを計算

機で行います。翻訳の試みは、 1950年から始まっていました。ところがこの時期の計算機

は真空管でつくられており現在のパーソナルコンビュータと比べると見劣りがする計算機でし

た。従って小規模の機械で、人聞の頭脳で行っている様な翻訳が実現できるはずがありません。

それで初期の段階の機構翻訳は必ずしも成功しませんでした。成功しなかったというより、現

在まで続いていても、今後まだ研究していかなければならない事がたくさんあるという状況で

す。しかしながら、この計算機に翻訳をさせるという事は非常に大きな意味を含んでいると同

時に、計算以外の計算機の使い方というのは、人工頭脳という言葉にそのままつながり、一つ

の夢でした。とくにアメリカでは、非常にたくさんの研究が行われています。

1950-1960年代の中頃までを第l世代と呼び、機械翻訳の研究者としては黄金の時

代でした。非常にたくさんの研究費が出て、非常にたくさんの研究が行われたらしいです。

1 954年、アメリカのジョージタウン大学と IBMとが共同研究していました機械翻訳の大

デモンストレーションがアメリカで行われました。その翻訳は、ロシア語から英語への翻訳で、

非常にセンセーショナルだったらしいです。その時の機誠翻訳のシステムは、ロシア語の単語

を250持っていて、ロシア語の1つの単語に対してたかだか2つの英語の単語が対応づけら

れ、それで翻訳をしようとしたわけです。これは、 250のロシア語とそれらに対したかだか

2つの単語が割り当ててある辞書だけを使っていたので、ロシア語で書かれた論文を英語に翻

訳はできないわけです。ところが、このシステムはその後どんどん拡張さ才1、研究が進められ、

特にアメリカの軍ではソビエトの情報を収集するために、かなりのロシア語の文献を翻訳して

います。翻訳された文献は、国会図書館で12-1 3年前に見た時はとてもむつかしくて、英

語の文の中にロシア語がどんどん入っています。つまり辞書にないロシア語の単語がそのまま

出てきて意味がわかりません守した。この時のもう lつの制限が、機誠翻訳を行わせるための

パックグラウンドになる言語理論が発達してなかったといっても良いことです。言語学そのも

のは紀元前よりありましたが、機械の上では充分な能力を保証するための基礎理論までは発達

していないという状況です。 1960年の少し前くらいから、アメリカのMITのチョームス

キーという言語学の先生が構造生成文法理論という提案をしました。彼の言語理論は1960 

年代に入り、一般にいわれるオートマトン理論(計算機の計算の理論的裏づけをする理論)と

対応づけられて、言語のあるクラスと、オートマトンの処理できる能力とがl対lに関連づけ

られる形で発展し、それによって計算機言語、コンパイラの基礎理論が完成しました。この理

論そのものは、いわゆる構文解析、記述された文法に基づいて、元の文の構文的な構造を解析

するための手法を定式化していったわけです。従って、こういう構文解析が未発達であったと

いうことから、第1世代ではたくさんのチャレンジがあったにもかかわらず、この段階で機横
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翻訳を成功させることができませんでした。その時の技術というのが単語のおきかえを基本と

する技術であります。それに対する批判あるいは評価としてアメリカでALPAC報告が出さ

れ、以降アメリカで一切の研究費を機械翻訳には出さないという決定が行われました。それか

ら第2世代に入り、その聞を暗黒の時代といって、研究者としては研究費が1円ももらえない

という時代が続きました。ところが、言語理論の発達と計算機上での処理モデルの理論とがむ

すびついた研究が進み、この時期には70年くらいまでの聞に構文解析の理論が非常に発達し

ました。すなわち、この間における計算機の規模、利用するための技術の発展が、第2世代を

もたらし、構文による技術をかなり発展させたのです。ところが残念ながら、我々は文を書く、

話をする時に、構文構造を相手に伝えることを目的として話をしているのではありません。即

ち、名調、助調、動詞、形容詞の言い方をしても相手に伝わりません。構文解析というのは、

名調、助詞、動詞、形容調というのが最初の名詞が主語の部分をなし、次の動詞が述語をなし、

形容調+名調が名詞旬をなして、例えば目的語という構造解析をするのでありますから、言語

の持っている内容を表わすものではありません。我々が友達と話をする時何を伝えたいかと言

うと、それは意味を伝えたいのです。従って言語の意味を扱わない限り、決して言語の処理の

ための高度な技術が開発されたとは言えません。 1980年代から意味と言うことの研究が行

われるようになってきました。但し、充分進んすいるとは申しがたく、むしろ、これから本当

の研究が進められる時期であります。 1980年代以降、第3世代と名前をつけていますが、

この3つの世代と、具体的な研究、あるいは機械翻訳のための実験のシステムを書いたのがこ

こにあります。

ジョージタウン大学のシステムを引きついで発展させ、商品化したのがアメリカのシストラ

ン会社で作っているシステムです。これはアメリカの軍の関係だと勤、カナダのジェネラルモ

ーター社、 ECの欧州共同体本部とかでいろいろ使われています。もちろん制限された能力の

範囲で使われています。

仏のグルノーブル大学では、 1962年位に研究を開始し、現在までずっと研究を続けてい

ます。最近ではアリアンヌ (ARIANE)という翻訳の実験システムを開発していまして、

78年に完成し、第5パージョンが1983年に作られています。

カナダのそントリオール大学では、 1960年代の最初から研究を進め、途中から政府がカ

ナダの国家プロジェクトとし翻訳の研究をやってきていますが、 1980年-81年にかけて

モントリオール大学の進捗状況を厳しく評価した結果、とても経済的に達成される見込みがな

いということと技術的に研究がまともに進んでないという理由でプロジェクトは現在中止され

ています。

西ドイツのザーランデス大学では、 1960年代の始めから研究が開始され現在まで続いて

おり実験システムのスージー (Su s Y)というのが動いています。
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アメリカのテキサス大学では1970年頃から研究を開始しずっと続いてきて政府の援助を

受けましたが、途中から援助が打ち切られ、西ドイツのジーメン社が以降引きついで賞金援助

し研究が進められました。

アメリカのBYU(プリガムヤング)大学では、モルモン教の聖書を世界各国語に翻訳する

ためにプロジェクトを作り研究を開始し続けてきました。しかし、その後研究者が二手に分か

れ、両方とも研究をやめそれぞれ会社を作りました。 1つはプログラマー、他の1つは言語学

者の方であり、プログラマーの方はワイドナーという会社を、言語学者のほうはアルプスとい

う会社を作りました。

EC本部では、 1976年位に機械翻訳をやっています。新しい機械翻訳システム開発プロ

ジェクトを1978年から検討し、正式にプロジェクトとして発足したのが1982年の11 

月からです。

フランス政府は、 1982年7月から仏国家としてのプロジェクトを3年計画で開始してい

ます。現在のシステムの概要を説明したのが資料5です。

機械翻訳実験システム(外国)
システふ名

鋸訳書樋 E事 書 翻訳対a 備 寺
樋 関

ARIANE.78 独、英.仏. l万個 一組
. 
1983隼に第5腹を作成.

Grenob1.大学{仏}露、その他

SUSY 纏.英.仏.li， 13，5万錨 保守守ユaアル
実政中.

Saaland帽大学{西独} 新聞・揺践の見出し

TAUM.METEO 英ー仏 気車通縄文 1977隼から実用中.
Mon町.a1大掌{加)

槍ー英システムl孟1983隼から』事価問
METAL a-英.英一独 1万語 技術文書

始始英:"al..すでむは1983年よ q聞碕開Tu踊大掌{米

ITS 
自. 一

_. 会届型銅訳掻助シスデふ.
BYU(来}

EUROTRA 
伊英 仏蘭 器、

パイロヴトシステムの開婚が目的.
デン守-7 2万語{予定} 一般

CEC(ECl (ポスルペイン. 1982.11-1988*. 
トガル}

航空嶋守ユ'".， Iレ 翻訳鑑助システム的作成者通じて
TAO.ESOPE 

英.仏 3干届{予定} {英一仏} AJUANE.78の按術者民間伝技術移転す
ADI(仏 情報処理文献 るのが目的.

{仏ー英} 1983.7-1985.6. 
B"tU : Brioham 'tounc Univenity. I.，;.r.;~;l，;omm園田not出・r;田"p岨nCommw"... AD': A胴ぬ明白l'lniormatlQU・

(資料5)

仏のグルノープル大学のシステムがアリアンヌ78(AR 1 ANE-7 8)と呼ばれ、言語

としては独語、英語、仏語、ロシア語、その他の小規模な実験ができます。辞書は約1万語の

大きさで、翻訳対象は特に限定されず、学術関係のドキュメント的なものを扱っております。

以上の中で、カナダ政府が資金援助を行いモントリオール大学で稼動している機械翻訳シス

テムにトムメテオ (TAUM-METEO)というのがあります。このトムメテオというのは、気象通報

文のみを英語から仏語に翻訳を行うシステムであり、 1974、5年から始まり、 77-78
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年に完成しました。 1977年以降カナダで実際に使われています。各地に散らばっている気

象通報台から通信回線を使ってダイレクトに気象通報文が入りそれが人手を介さずこのシステ

ムの中に入れられ、フランス語に翻訳されて、これが新聞社、テレビ会社に送られ人々に流れ

ています。これは気象通報文に限られていますから使われている単語の数や及び文の形は決ま

っており技術そのものは一般の文を翻訳する形とは違っています。

市販翻訳システム(外国)

シ観ステム閲名 翻訳冨語 静書 速計軍機度 偏 考

英英日仏.英英英一一露旦ア、ベラ英イビ独ンア

SYSTRAN 英.::{jt， 10万価ー 事万語/時 パッチ処理裂舗訳システム
Syttran栓(lItl英英ーポルトガル 2万11- IBMメイ yヲνーム

ーベルシ... 祖中ー仏.
独ースペイン. ー葵

英美英仏. 英独. 4干-8千鰭f時WEIDNER スペイン 敬干鱈 PDPl1/23- 会信型飽訳語助システム
W.idn・r仕{車} ーポルトガル、 PDPllno 

英一アラビア

ALPS 英一仏.英司独 会館型倒訳援助シ且テム
英ースペイン.英一伊 一 ー.

電子静書Alpo社t釆}

LOGOS 独ー英 ー 一 パヲチ処理型銅訳シ且テム
Lor帽祉(l険}

SMART 実葵ー仏 英イー-a 一 ー. 電子静書
Sm・r‘栓t朱】 ースベ ン.英ー伊

SPANAM 見ベインー英 一 電子辞書
t朱}

TITUS 翻訳文鑓助システム

仏.英， a，イタリア 1.2万騒・ 制限法.限定踊察
lnali回‘T・a副.CIO 会館型
Fra融制仏】 ピポット方式

一 一一
(資料6)

次に市販されている機械翻訳システムの種類をみていただきましょう。

シストラン(SYSTRAN)というのは、シストラン社が発表している内容で、言語対は16の言

語対があります。それは英←→仏、英←→露、英←→独、英←ー→目、英→スペイン、英→イタ

リア、英→アラビア、英→ポルトガル、英→ペルシア、独叶ム、独→スペイン、中→英が発表

されています。具体的にどのくらい使われるかというのはわかりません。辞書の大きさは約

1 0万語、 12-3万語くらいから、英日の場合は2万語ちょっとくらいまで持っています。

翻訳速度は、公式には1時間当たり 100万語の速度です。

ワイドナー(WEIDNER)でも、英←→仏、英←→独、英←→スペイン、英→ポルトガル、英→

アラビアを扱い、辞書の大きさが数千語で、速度が1時間当たり4千-8千語くらいであり、

計算機は小さい計算機を使います。システムの型は会話型、インタラクティプの型です。

このように機誠翻訳システムの公式発表があった時には、このシステムが現実にどれだけの

翻訳能力があるのかということに注意しなければいけません。例えば、ワイドナー社のシステ

ムの正式の名前は翻訳援助システムという名前がついています。これは翻訳システムではなく、

翻訳者が翻訳をする作業を支援するシステムであり、あくまでも翻訳の主体は人間にあります。

さらにこれをもっと徹底させたものが、 BYUのアルプス(ALPS)という会社のシステムで、こ
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れはまさしく砲訳援助システムというより電子辞書に近いもの、即ち計算機の中に辞書が入っ

ています。人聞が翻訳をする時に、普通に辞書をひきながら翻訳をし、そのひく辞書の中味が

計算機の中に入っていて、この単語の訳は何か?という時に、ディスプレイで中味が見れます。

みれるだけでなく、その中に訳が書いてあり、その訳文の1部に使いたいと思うとその文をも

ってこれます。いわゆるオフィスオートメーションの中に電子辞書が入っているシステムです。

次にロゴス(LOGOS)というシステムですが、これはアメリカ軍がベトナム戦争をやっていた

時に、ベトナムの兵士にアメリカの軍事兵器を使わせる訓績のため、兵器のマニュアルを英語

からベトナム語へ翻訳をしたいということではじめたプロジェクトによるシステムです。これ

は急いで研究を行ったため余りたいしたことができず、機械翻訳をやるよりもベトナムの兵士

に英語を教える方が早いのではないかという結果でした。最近、別の観点からドイツ語から英

語への翻訳ということで開発を始め、これが比較的貿が良いということです。さらに機能が低

いものがスマート (SMART)システムといいまして、これは翻訳システムと言えるかどうかよく

わかりませんがワープロに少し辞書が入っているというくらいのもので、とても機誠翻訳シス

テムですよとは言えません。それと同じレベルのものにスパナム(SPANAM)というのがあります。

今申し上げたものとは反対に、全く別のものがあります。これは、仏のパリにティタス(TITUS)

という名前のシステムがあります。これは、仏語、英語、イタリア語、独語の4つの言葉の文

章を作成するための援助システムで、これは翻訳システムと言うよりもこの4つの言語で同時

に文章を作るワープロだと言ってもよく、 4つのうちの1つの言語で入力し、 4つの言語で出

力されるというシステムです。

市販翻訳システム(日本)
システム名

銅駅冨踊 静書 速計軍機度 備 考
権 関

SYSTRAN 英目 2万ー
百万1&1時 パッチ処理盤調訳システム

a，伝5，..廿an杜 IBMメインヲレーム

WEIDNER 目ー英 .4万蹄 3干1I1時 全信型翻訳援助システム

Bra円e・壮 DEC LSI11173 セグメント直積

|翻訳直揖擁助システム

ATLAS/I 6万1&1時 締文
英ー日 5万錨 作議手順書用.の技銅術駅資エ料ヂ. 銭術幽文1[:1:過 Fa同血Mシリーズ

訳静文修正 ィタ
書エディタ

ATLASIII 日一英 5万騒 6万倍I時 銅禍S文R変鍾鎮勤νステム
富士量 F・田mMシリーズ

践Ez2i2竺29fihr31賢1i明Eみガ主おトma「ATHENE 2万踊/時
ス市

英ー目 7万11 会路型 折校.正中} 目z 自主M.240H 情通瞬 間
1I表現
キー入力

VENUS 英一日 一
冒電

{資料7)

審考までに日本のメーカーが新聞等に公式に発表しているシステムを、発表通りにお話しし

ましょう。シストランは日本語と英語の翻訳のシステムで、 1983年の夏か秋に発表してい
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ます。まだ販売するということまではないにしても、そろそろ翻訳サービスを開始する状況に

なっているということです。ワイドナー社は日本の翻訳会社のプラピスという会社を買収し、

そこで日本語→英語への翻訳システムを発表しています。この辞書は約4万語と言われていま

すがワイドナーのシステムは基本的には4千-5千語の辞書の範囲内で使うというものです。

なぜならば、人が知っている単語はそれほど多くはなく、普通に使っている単語は2千-3千、

多くて4千-5千と言われており、人によって使用する単語が違うにもかかわらず何万語もの

辞書を常に用意しておくのは無駄で、その人が必要とする単語だけシステムの中に入っていれ

ばよいという考えからです。辞書を大きくすればそれだけシステムの値段が高くなるので、ミ

ニコン、パソコンを使ってできる様にすれば良いと言うのが基本的な考え方です。 4-5千語

の辞書で普通は充分であろうというところから、違う人が使う時にはその人専用の辞書に入れ

かえて使えば良いというのが基本になっています。

現在の機械翻訳システムは、正確に翻訳をするかどうかとか、あるいは翻訳後の文章、例え

ば日本語から英語に翻訳をした場合には本当にいい英語になっているのかということが非常に

難しい問題になっています。

即ち、原文で述べられていることの意味内容がこうだということを大多数の人が認めるなら

ば、その内容が訳文の方にも一応表現されていなければなりません。例えば原文の方では、

「長崎から福岡まで15 0 kmです」と書いてあるのに、訳文の方では「長崎から福岡まで15 

o Okmです」とか、文「東京から札棋まで15 0 kmです」になるとこれは間違いであり、その
レベルで原文で述べられていることをどうにか訳文で表わさなくてはなりません。そのために

はどのようにしたら良いかということを一生懸命やっているのが、現在機械翻訳の研究開発技

術のレペルであると考えておいていた方がよろしいと思います。例えば、谷崎潤一郎の小説は

訳せませんし、まして利害関係がからむ様なものは安易にはできないわけです。富士通が発表

しているものにATLAS-IとEというのがあります。富士通の2つのシステムは、処理す

る方式が全くちがっています。 ATLAS-Iは非常に単純な処理を基本にしておりますが、

それに対して、 ATLAS-IIは比較的夢の多い考え方で作りあげています。しかし当然のこ

とながら、商品にする際には研究でいろいろ考えているところの部分的な機能しか実現できま

せん。このシステムは1985年6月頃発売開始だということです。日立はアテネあるいはア

ティーネ(ATHBNB)という名前で出しています。これもどちらかというとATLAS-Iに近い

処理の方式で、訳語の生成のところでかかり受け関係をどこに設置するかを翻訳のプロセスと

しているシステムです。機械翻訳システムということでお話ししましたが、機械翻訳あるいは

自然語処理を考える時に、 「原文がどのように翻訳されるのか」や「訳文の中に冠調はちゃん

と出ているのか」という話ばかりでは実際に何もできないわけです。その1つの例を資料8に

示します。
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ターミノロジデータパンク
名 前

冒語 Z量叡
樋 関 開始年

分 野 備 考

伊独、英. 仏

EURODlCAUTOM 
オランダ.

銭法相術申. 科学. 緩む奇.
S由来からオンライン.オヲライン

CEC(EC) 1973 
デン守ーク 30万1I で使える
スベイ EURONETからも使える
ポルト t!Jレ

桂. 伊英. 仏.
分通技数自野術信学然分.科.野学化電子などのLEXlS 露.

Bunde日pr配 henamt 1966 ポルトガル 140万11 学な.ど物の理科‘学 地で宋健かえるらオンライン. :t 7ライン

{酉掠} オランダ.
ポーランド

防衛分野

雄、伊英.仏、 嶋来使から:tンライン. :t7ライン
TEAM 露.

電通子信.情雄報処理.
Siem岨s社{西独} 1967 見ペイト ン 100万踊 でえる

ポル t!Jレ. t置など 色々な高品質的プリンタが織統書

オラン F 九てれる

TERMIUM 1975 英‘仏 60万紐 50の分野
地で末使か4るら才ンライン. :t 7ライン

C岨・血政府t加)
電信からも使える

(資料8)

ターミノロジデータバンクとは専門用語のデータペースのことですが、専門用語とは非常に

たくさんあり、物理学ならば物理学に関する言葉を、化学なら化学、医学ならば医学とその教

は非常に多いのです。残念ながら日本では言葉というのが大切にされていないのかどうかわか

りませんが、こういう試みは従来はなかったといってもいいくらいです。しかし外国では非常

に進んでいて、 ECがユーロディオータム(HUROD1 CAUTOM)という専門用語集を計算機の中に作

っています。そして端末から必要に応じて、ある言葉の訳を検索できるようになっています。

その中には8つの言語が入り、単語の数としては30万語くらいです。 2番目は西ドイツ政府

が作っているレキス(LEXIS)、3番目が唯一民間会社ジーメン社が作っているティーム (TEAM)、

一番下は、カナダ政府が作っているターミアム (TERMIUM)というものです。ユーロディオータ

ムCECは専門の翻訳者が2予人いて、この2千人が毎日翻訳をしています。カナダ政府にも

千人、西独では3百人の専門の翻訳者がいて毎日翻訳をしています。しかしその人遣は大学の

専攻は言語学で、翻訳の専門家であり、決して物理学の専門ではありません。又音楽や化学の

専門家でもないのですが、それぞれの文献やドキュメントも翻訳しなければなりません。その

時に専門用語の意味はよくわからないし、専門用語を勝手に訳したら怒られます。従って専門

用語を正確に訳し、かつ前のページと訳を統一するということが必要であるためにターミノロ

ジデータバンクを行っています。イギリスではこのような研究が遅れており、 1982年にイ

ギリス政府がある大学に諮問し、その大学の先生が3年かけて、英語のターミノロジイに関す

る事とイギリス政府としての取り組み方の答申を行っています。その答申の中には、英語はす

でに英語閣内で言葉が通じなくて、カナダの英語とイギリスの英語はちがい、もちろんアメリ

カの英語やオーストラリアの英語、さらにはインドの英語ともちがうという指摘があります。
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つまり、英語というのはイギリスの言葉であるはずなのが、英語圏内の中でイギリス語の占

める比重は非常に小さくなっていて、イギリス人は英語がわからなくなるのではないか、英語

を話して意味がわからなくなる時期がくるのではないか、ということからイギリス政府として

は努力をすべきであるという答申がきています。

そこで話をしぼり、 ECが機械翻訳に関して具体的にどの様な活動しているかということを

簡単に御紹介させて頂きます。それは3つあります。 l番目はターミノロジーデータパンクに

関すること、つまり先程のユーロジコータムに関する事です。 2番目が商用の機械翻訳システ

ムを改良して、 EC内での翻訳サービスの実験を行うことです。 3番目が新しい機械翻訳シス

テムをつくるプロジェクトであり、シストラン社のシステムを1976年に購入し、 5年聞を

かけて辞書を開発した後1981年から翻訳サービスの実験を開始しています。これは3ヶ国

語の言語対を追加して行ったもので、さらにこのシステムはフランスの国立の研究所及びドイ

ツの原子力研究センターでも使われています。また専門の翻訳者の中には機披が好きでない方

もいますからCECでは英→仏への翻訳システム、仏→英への翻訳システムと、英→伊への翻

訳システムを提供し実験を行っています。この中で仏→英のシステムはよく使われていますが、

英叶ムのシステムは余り使われていません。これは外国では、翻訳者が翻訳をする際には、自

分がnativelanguage (母国語)とする言葉にむけてしか翻訳しないためです。あるいは翻訳

者でも、自分がnat veな言語に向かってしカ咽訳せず、このため日本語→英語は翻訳す

る時には英語をnat veとする人しか翻訳しません。しかし日本人が翻訳する場合には両

方しますが外国人は決してしません。仏→英語システムが使われているのは、英語を母国語と

する人は機械を使うことがあまり撮いでないためです。。翻訳者によく使ってもらおうと頭を

悩まし、 l年365日をほとんどこれに費やしているのが、 CECでの実験を担当しています

ヘイトンのピポットという人でこの人がいつも考えていることです。シストランの翻訳では原

文がフランス語で、これを機械にかけ、その後に専門の翻訳者が修正し最終的に英語となりま

す。この場合、 A4版1ページ当たり専門の翻訳者は30分かけて修正しますが、従来はもっ

と時聞がかかっていました。つまり、砲訳を専門の翻訳者に頼むと3週間-4週間かかってい

たわけです。そこでEC側としてはもっと早くしようということで、機棋を使うということを

提案したところ2日-3日に短縮されました。その時専門の翻訳者は、計算機が翻訳した翻訳

文を修正するのに1ページ30分以下におさえて下さい、 30分かけたらそこで止めて下さい

という形をとっています。従来じっくり時聞をかけた修正のしかたが(資料9、10、11、

1 2)です。
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翻訳例 ー原文(フランス語)一

11. lE 8UDGET 1983 

Au moment 0白s'achevaientles pourparle日 auseir、desinstances du 
Conseil au sujet de la declaration commune precitee， les Etats 
membres etaient dej晶saisisde I'avant-projet de budget de la 
Commission pour 1 ・ ex~rcice 1983. Cet avant-projet enonqait un 
accroissement des depenses en engagements de 671，7 Mios ECυS. 

Au moment meme cependant 0白 laCommission transmettait cet 
avant-projet de budget，剖lea saisi simultanement le Conseil d・un
avant-projet de budget rectificatif et supplementaire nO 1， qui etait 
appele a financer de nouvelles politiques et de nouvelles actions de 
18 Communaute dans des domaines aussi divers que la recherche et 
I'aide au developpement a partir d・economiesrealisees dans le 
secteur du FEOGA comme de 1・exc邑dentde compte de gestion de 
1981. 

l'ampleur de cet avant-projet de budget rectificatif portait su九
gr05so mode， 487 MUCE et， comme iI s'agissait essentiellement de 
depenses non obligatoires， ces derni釘esallalent sensiblement 
accroitre la marge du Parlement europωn. Par ailleurs， les decisions 
de fond pour un certain nombre d'actions proposees faisaient 
defaut_ 

Devant cet etat de choses， le Conseil， apres avoir longuement 
examine les possivilites qui s・offraienta lui d'accepter un projet de 
budget rectifi臼 tifet supplementaire reduit 10日 desa session du 28 
juillet，lo日qu'iIeut a se prononcer a la fois sur le budget 1983 comme 
sur ce budget rectificatif et supplementaire a rejete ce dernier， tout 
en invitant simultanement la Commission a proceder a des 
virements pour les transf町 tsqui I~i semblaient， a lui Conseil， 
prioritares (exemple : Fonds Social). 

(資料9)

翻訳例一組翻訳(英語)-

11. THE 1983 BUDGET 

At the moment where were completd the negotiatlons within the 
Council's subordinate bodies about the above-mentioned statement 
common， the Member States were already seized of the preliminary 
d日ftbudget of the commission on 1983. This prelim、arydraft 
stated an increa5e in expenditure in engagements:of 671.7 Mio"¥ 
ECUS. 

At the moment even however where the Commission transmitted 
th日 p同 liminarydraft budget， it approached simultaneously the 
Council concerning a and additional n preliminary draft amending 
budget 1， which was bound to finance new policles and new actions 
of the Community in as various fields as research dnd the 
development assistance from savings made in the sector of EAGGF 
like a management accounts surplus of 1981. 

The width of this preliminary draft amending budget carried 01'1， 
roughly speaking， 487 MllllON EUA and， as it was primarily non-
compulsory expenditure， these last appreciably will increase the 
margin of the European Parliament. In addition， the basic deci5ion5 
for a number ofactions suggested were missing. 

In fron of this state of affairs， the Council， after lengthily having 
examined the possibilities which offered themselves to accept him a 
draft supplementary and amending budget reduced at its meeting 
01'1 28 July， when it had to come to a conclusion at the same time 
about the budget 19B3 like on th陪 pectifyingbudget and additional 
rejected the latter， while asking simultaneously the commission to 
proceed to transferts for .the transfers which seemed to him， him the 
Council， priority (example : Social fund). 

(資料10) 
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翻訳例 一般終醐訳(英語)一

H目 The1983 8UDGET 

8y the time that the negotiations within the Council's subordinate 
bodies on the above-mentioned joint statement were concluded the 
Member States had already received the Commission's preliminary 
draft contained an increase in expenditure on commitments of 671.7 
million ECU 

However， at the very moment when the Commission was forwarding 
this preliminary draft budget， it received from the Council a 
prelimenary draft supplem町、taryand amending budget No 1， which 
was intended to finance new Community policies and projects in 
such various fields as resarch and development aid from savings 
made in the sector of the EAGGF such as the management account 
surplus in 1981. 

The funds covered by this preliminary draft amending budget 
amunteed to approximately 487 million EUA and， as this was 
primarily non-compulsory expenditure， it would have increased 
appreciably the European Parliament's margin for manoeuvre. In 
addition. the basic decisions on a number of proposed projects were 
lacking. 

In view of this state of affairs the Council discussed at length the 
possibilities open to it of accepting a r-educed draft supplementary 
and amending budget at its meeting on 28 July， when it had to make 
a decision on the 1983 budget at the same time as on this amending 
and supplementary budget. rejected the latter， and at the same time 
asked the Commission to make transfers for the funds which the 
Eouncil considered to have p<"iority， such as the Social Fund). 

(資料・11>

翻訳者による校正例

むね EJI'i'戸...~互主設とふーんa
....... 牛島』・1"， "... .~n"'l'~ 11州刊. .'Hcr ，.c<.:，IU"，柿.t UIII I.I曲電 LU."......"rl

dtoC'.'、 λ.u 'y向い吋品川0I0.jI......品

間判刊日…・刊吋 ao""，.I 山山

…m 明 T 山C."，..LO:'otot.:nf'…ょこ注E

sd 叫. ..... 械 器i，HHeMよ司"胆開明醐附ド』ー明噌時司仰山可'"tc~. ，."，sI "cnt~ザ

.......‘-H叫.‘"... 晶-噌『吋・，"，"c.・H同...側""".1..・‘

ー-.'……石二註~，.I_'loly

(資料 12) 
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ECの翻訳者が実際に自分の手で修正しました。これはどちらかと言うと修正個所が少なめ

だと思いますが、このような形で修正します。機域が翻訳した結果はワープロに入っています

ので、翻訳者は修正したのをワープロに打ちこんで最終的な翻訳とします。

次にECが1982年11月から5.5ヶ年計画で開始しました新しい機繊翻訳システム開発

プロジェクト ユロトラ(EUROTRA)の概要を簡単に説明しましょう。このユロトラは、

1 978年から予備研究を開始していましたが、実際にECの閣僚が決定したのが1982年

の11月です。そこから全体を3つの期に分けこのプロジェクトを進める予定です。第1期が

1 984年の11月で、次の2年間で25 0 0の語量を持ったシステムを開始する計画を持っ

ています。そしてそれを基にし、 2万語の語量を持つ中規模のシステムを1988年の中頃ま

でに開発し、民間会社が実用システムを作り上げる予定になっていますが、非常に大変なこと

です。 ECの加盟国は7ヶ国ですのでユロトラは7つの言葉の聞で任意の翻訳ができるのを目

標としています。しかし新たに2ヶ国加盟国が増えましたので、合計9ヶ国語の聞ですべての

翻訳を行わなければなりません。これはECの使命です。ちなみにECというのは欧州共同体

ですが、年間予算の半分は翻訳に使っているといわれています。これはすごいことです。日本

政府が翻訳にかけているお金はごく少なく、このプロジェクトは約1100人の言語学の専門

家が中心になって各国の大学が話をすすめているわけです。現在ソフトウエアの基本設計が終

わっているはずですが、例えばこれは VAXの11/780を使って点線部分を作り、実線部分は

VAX上にありますUNIXの機能を利用して行っています。

EUROTRAのソフトウェア構成

:~ __.~__.__， :EXS Con町叫 :EXS 
;Gr回田町&Con回 4・ -
: Language Defin帥 ai jIau旬開同r: 

Definition j 

一一一---T一一一一し-一一一.一司一明寸γ.一一….一一….一一.一.
| L凶.EX I YAC' I片凶FAS 川PS匂'ys抑z同e回川|作FA品s 

iC-ωmpilerIFAS 

，-・一、、、ESD
;ESD MT 

: EUROT貼 Compil町一一一一一 mo由.'， t.ー一一一一一一一一一..Lilo C四. 、 ， ... 叩 e皿

，-・ーーー・・ー--‘・・・・・・・・・・・、
U..r Grammar & : EXG 

p""四国 Definition

EXS:E翼回m・ISp・e国cationofSo伐wanSystem 'x組内部分はすでlζ動いている(ltll織はVAxnnSOI
EXG: Ext.em・IOefinit.ion oC Gramman 国中‘左個炉Eurotra5ystem.悟のγ ンタヲタス圏分
ESD : Eurotra町S同md肝時制 町定属中央がそのセマ y ティタス町主輯.右側炉実

FAS: Faciliti輔 Avai1abl.on UNIX 陣町開訳実行系
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次に非常に典型的な別のシステムを御紹介します。

先程ティタスmTUS)のシステムを申し上げましたが、これはもともとは翻訳システムでは

なくて文書作成システムだったのです。この会社はフランスのパリにありますが、フランス語、

イギリス語、英語、独語、スペイン語で閉じ内容の文書を作る必要があったということです。

文書をどれか一つの言語で入れて、それに非常に単純な処理、生成文法を使って処理が行われ

ます。それを解くピボット言語は4つの言語のどれにも依存しない言語で、これは計算機の中

のピットパターン、つまりアセンプラで書かれていのでとてもピポット言語といえるものでは

ありません。それをファイルとしてとっておき、プリントしたいと思ったら非常に高速に4つ

の言語での文がさっと出てくるシステムで、 1970年の始めからやっています。これには2

つの制限があり、 lつは限定語量、つまり語量の数を制限して使用できる単語が決まっていま

す。もう 1つは、文法制限です。これは制限言語といって、この文法にかなう文しか入れませ

んというように徹底しています。このシステムは、タイプインしかできません。原稿を入れる

時、タイプで打たなくてはならず、タイプをしながらシステムがモニタリングします。文法に

かなわない文が入ってきたならば、システムが"ピー"と鳴り修正しなければいけないので、

ワープロで文を入れた時は正しい文になっています。そうでない限り動作しないというシステ

ムです。

先程のBYUシステムについて御紹介します。 BYUのメルピィという人は1970年ぐら

いから機械翻訳を行っていますが、徹底していて機械翻訳というのは出来ない、出来るはずが

ないといっています。だいたいlつの文に2ケ所以上まちがいがあって、 2ケ所以上人聞が修

正しなければいけない様な訳文を出す機横翻訳システムは使えないというのがここでやってい

る人の持論です。そこで、援助システムを徹底したのが3つのレベルです。第1レペルは完全

にワープロですが、専門用語が計算機の中にはいっていますので、それを検索する機能は用意

するもので、つまりワープロ+辞書です。第2レベルは辞書で、辞書に一応英和、和英を使え

ば訳語が書いているか、どの訳語が正しいのかわかりませんが、それをディスプレイ上で見せ、

この中から人聞が選びます。第3レベルは理想ですが、機械翻訳システムが一応やってくれて、

人聞が翻訳されたのを見て修正するものです。だからこの人は、機械翻訳を使うために3つの

レベルでのソフトウェアシステムを提供しますという形でやっています。私共のところでは、

機械翻訳そのものは研究の目的ではなく、計算機で意味理解をさせることをやっています。一

応機械翻訳システムをツールとして作っていて、その名前をLUTEといっており、これは

Language Uunderstand Translator Editorの略で「言語の意味を理解し、変換し、編集する」

ということです。 LUTEというのは楽器の音色のことで、私共は日夜、楽器の音色をいかに

よくするかということを追及しています。私自身、人工知能の研究をやっていますが、約10 

年前に「それは意味理解、 problem-solving (問題解決)、 knowledge-learning(知識学習)
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の3つの基本的な問題である」という前提の基で研究を進めています。その中で意味を理解す

るというのは、やはり 1つの最も基本となるところです。とりあえず、計算機に意味を処理さ

せるというのは何かという研究を進めており、そのアプリケーションとして機械翻訳を考えて

います。それを進めるためのもう少し具体的な課題ですが、まず意味(セマンティックモデル)

というものをとらえます。そのためには言語学的な話もあり、ワールドモデル、これはコミュ

ニケーションするときのお互いの間に仮定される知識、背景、状況、又、知識を頭の中で記憶

していくためには、計算機の中で表現しなくてはいけませんので、この表現形式としてのメモ

リーモデル、以上の3つが基本となります。セマンティクモデル、これをデータベースの方へ

応用したものをノーリッジペース識別といいますが、識別には言語内に存在する言語知識、三

つ以上の言語聞に存在するinter-linguisticknowledge、それから言語そのものではなく、い

わゆる言語外の知識 (extra-linguisticknowledge)で、これがknowledgebaseを構成する処

理では解析・変換を行います。こういうものを集めますと意味を理解するシステムができ、そ

れができるとアプリケーションとしてquestion-answering(質問応答)ができ、テキストプロ

セッシングワープロより高度な機能というところへ応用できるでしょう。そのknowledgebase 

のところがあって、ソーステキストのプロセスとトランスフォーメション、ジェネレーション

訳語が生成されますが、 knowledgebaseとして解析辞書、ジェネレーション辞書、文法、意味

的な関係だとか、ストラクチャーだとか、それをリンクしているデー夕、それから人聞の一般

的な常識、専門知識、それから2つの言葉の聞を檀念のレベルで使う lexical transfer 

dictionaryと、言語の構造のレベルで結びつけるstructuarltransfer dictionary、ある単語

が表わす概念というのは言語により異なり、ずれがあります。このずれがなければ非常に簡単

ですが、構造ももちろん違い、複雑な関係をセマンティックなリレーションとして辞書の中で

表わしています。例えばある文を解析した時に計算機の内部に、文の意味的な構造として作ら

れます。これは、 「子供が成長すると、大人が持つ技能を持つことができる」という文を解析

し、計算機内部に表現されているのを非常に単純化します。

私たちのシステムではこういう風に日本語→英語の場合、 flつの概念を確立した子供がそ

の問題を解くことができる」という入門的な文に達し、日本語→英語、英語→日本語で翻訳が

できる状態になっています。我々は、こういうのを進めるために辞書をつくるということで、

マンマシンインタフェースというのが非常に重要となってきます。それから人聞の能力は限ら

れていますから、人聞が一見みわたして一度で判断できる量的なものには限界があります。そ

の能力を増長しない限り、言語は非常にたくさんのデータを使わなければなりません。

複雑で多様のものが使われていなければならないが、人間の頭脳はやはり能力が限られてい

るので、それを手助けしてくれるシステムが必要だという観点からいろいろな機能を持ったサ

ポートシステムを作りながら、我々は研究を続けています。以上です。

(昭和59年12月6日講演)
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